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木材乾燥機等導入事業
木材乾燥機及びモルダーを導入する経費を支援するもの。　　　　　　　　　　　　

4000万円

主 な
新 規
事 業

八頭消防署若桜出張所建替事業八頭消防署若桜出張所建替に伴う、敷地造成工事を行うもの。　　　　
3400万円

全会一致 で可決全会一致 で可決

依存財源（81.5％）
31億4511万円

自主財源（１8.5％）
（町税・財産収入・寄附金・繰入金・繰越金・
諸収入・負担金及び使用料など）

7億1189万円

一般会計一般会計
総額総額

3838億億57005700万円万円特定地域づくり事業

1497万円

若桜材需要拡大推進事業
7550万円

常備消防費
9674万円

株式会社ウッディ若桜株式会社ウッディ若桜

地域における安定的な雇用環境の確保のため協
同組合を設立し、地域での担い手確保と一定の
給与水準を確保した職場を作り出し、人口流出・
人口減少対策を講じるとともに、地域事業者の
維持や地域経済の発展に寄与するもの。

特定地域づくり事業協同組合設立準備室特定地域づくり事業協同組合設立準備室

八頭消防署若桜出張所
八頭消防署若桜出張所

令和3年度当初予令和3年度当初予算算
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氷ノ山集客促進事業

若桜町不登校児童・生徒への支援事業
いじめや発達、家庭の状況などで学校に通えない、
教室に入れないなど課題を抱える児童生徒に対し、
教室・学校復帰のための学力を保障するため、公
民館や学校相談室、ＩＣＴを活用して自宅等での
学習を支援するもの。

330万円 850万円

5314万円

5250万円

主 な
新 規
事 業

全会一致 で可決全会一致 で可決

事　業　名 予　算　額

国 民 健 康 保 険 4億3430万円

介 護 保 険 7億810万円

後 期 高 齢 者 医 療 5767万円

簡 易 水 道 3億298万円

公 共 下 水 道 1億5348万円

農 業 集 落 排 水 6215万円

赤 松 団 地 造 成 56万円

財 産 区 造 林 798万円

索 道 3541万円

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 90万円

特別会計

適応指導教室運営事業

482万円

道の駅管理事業

5809万円

氷ノ山グラウンド整備事業
氷ノ山グラウンドの整備に向け、測量設計を
委託するもの。　　　　　　　　　　　　　

氷太くんグラウンド氷太くんグラウンド

貸店舗整備事業

利便性向上による集客力強化を図るため道の駅

構内に貸店舗を整備し、コンビニエンスストア

を誘致するもの。

道の駅若桜　桜ん坊道の駅若桜　桜ん坊

若桜学園若桜学園

令和3年度当初予令和3年度当初予算算
３ 月 定 例 会
（令和３年３月９日～19日）

第2回
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予算審査特別委員会
委員長　　　青木　一憲議員
副委員長　　川上　　守議員

■審査の経過
　�　３月10日、11日、12日、15日、17日、18日の６日間にわたり委員会を開催し、町長ほか、
各課長及び関係職員の出席を求め、慎重に審査を行った。
■主なる意見
　歳出
　・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金
　　�　商工振興事業の小中企業への支援、氷ノ山集客促進事業の氷ノ山関連施設等の管理委託など
氷ノ山活性化推進の予算の他に、多額の交付金が予備費として計上されている。新型コロナウ
イルス感染症対策として、町民の生命と健康・生活を守るため適切に予算化し執行されたい。

■審査の結果
　�　「同和対策事業に対する補助金」、「道の駅管理事業のうち貸店舗整備事業」、「氷ノ山集客促進
事業のうち氷ノ山関連施設の指定管理事業」について反対する意思表示がありましたが、採決の
結果、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決定した。

■審査の経過
　�　３月10日、11日、12日、15日、18日の５日間にわ
たり委員会を開催し、町長ほか、各課長及び関係職員の出
席を求め、慎重に審査を行った。
■審査の結果
　�　採決の結果、全会一致で原案を可決すべきものと決定し
た。

※委員長の選任・辞任
　３月９日の本会議において、前住孝行議員を委員長に選任したが、3月12日に諸事情により辞任。
同日、再度委員長を互選し、青木一憲議員を選任した。

令和３年度若桜町一般会計予算

令和３年度特別会計

国民健康保険事業・介護保険事業・後期高齢者医療・簡易水道事業・
公共下水道事業・農業集落排水事業・赤松団地造成事業・財産区造林事業・

索道事業・住宅新築資金等貸付事業

予算審査の様子
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令和２年度令和２年度
一般会計補正予算（第７号）一般会計補正予算（第７号）

補正額補正額
１１億億35853585万円万円

減額減額
総額総額

4242 億億67786778 万円万円

主 な
事 業

道路維持費
除雪作業委託の増額によるもの

バス運行事業
委託金・補助金の減額によるもの

△1920万円

日本交通高速バス日本交通高速バス

新型コロナウイルス
ワクチン接種事業

新型コロナウイルスワクチン接種費
(委託料）

134万円

新型コロナウイルスワクチン(イメージ）新型コロナウイルスワクチン(イメージ）

1310万円

除雪の様子除雪の様子
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審議結果一目でわかる

補
正
予
算

令和2年度若桜町一般会計補正予算（第6号）
可決

3220万円減額し、歳入歳出予算をそれぞれ、44億363万円とした。

第１回議会臨時会 ２月12日

予　
　
　

算

令和3年度若桜町一般会計予算

可決

歳入歳出予算の総額をそれぞれ38億5700万円とした。
（本会議において前住孝行議員から予算に対する※動議（賛成者　中尾理明議員）が提出されたが、書類
に不備があったとして取り下げられ、討論もなく委員長報告のとおり全会一致で可決された。）

令和３年度若桜町国民健康保険事業特別会計予算 可決
歳入歳出予算の総額をそれぞれ４億3430万円とした。

令和３年度若桜町介護保険事業特別会計予算 可決
歳入歳出予算の総額をそれぞれ７億810万円とした。

令和３年度若桜町後期高齢者医療特別会計予算 可決
歳入歳出予算の総額をそれぞれ5767万円とした。

令和３年度若桜町簡易水道事業特別会計予算 可決
歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億298万円とした。

令和３年度若桜町公共下水道事業特別会計予算 可決
歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億5348万円とした。

令和３年度若桜町農業集落排水事業特別会計予算 可決
歳入歳出予算の総額をそれぞれ6215万円とした。

令和３年度若桜町赤松団地造成事業特別会計予算 可決
歳入歳出予算の総額をそれぞれ56万円とした。

令和３年度若桜町財産区造林事業特別会計予算 可決
歳入歳出予算の総額をそれぞれ798万円とした。

令和３年度若桜町索道事業特別会計予算 可決
歳入歳出予算の総額をそれぞれ3541万円とした。

令和３年度若桜町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 可決
歳入歳出予算の総額をそれぞれ90万円とした。

補
正
予
算

令和２年度若桜町一般会計補正予算（第７号） 可決
１億3585万円減額し、歳入歳出予算をそれぞれ、42億6778万円とした。

令和２年度若桜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 可決
126万円減額し、歳入歳出予算をそれぞれ、４億6693万円とした。

令和２年度若桜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決
345万円減額し、歳入歳出予算をそれぞれ、5823万円とした。

令和２年度若桜町財産区造林事業特別会計予算（第１号） 可決
788万円減額し、歳入歳出予算をそれぞれ、201万円とした。

第２回３月議会定例会 ３月９日～ 19日

※動議とは!?
　会議中に予定議案以外の議題を議員が提出すること。

わかさ議会だより　No175　令和３年５月

6



条　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

例

若桜町犯罪被害者等支援条例の制定について
可決犯罪被害者等基本法第５条「地方公共団体は、基本理念にのっとり、犯罪被害者等の支援に関し、国と

の適切な役割分担を踏まえて、その地方公共団体の地域の状況に応じた施策を策定し、及び実施する責
務を有する。」との規定に基づき、町が行う犯罪被害者等の支援等に関し必要な事項を定めるもの。

若桜町新型コロナウイルス感染症対応利子補助金基金条例の制定

可決
地方自治法の規定に基づき若桜町新型コロナウイルス感染症対応利子補助金基金に関し必要な事項を定
めるもの。

（新型コロナウイルスの影響を受け、収入が減少した事業者への融資を無利子で行う金融機関に対し、利
子相当額を補助することにより、町内事業者の資金繰り環境の円滑化を図るための基金を設立。）

若桜町課設置条例の一部改正

可決

若桜町総合戦略を的確に遂行するため、役場
組織の見直しを行い、効率的で効果的な事務
執行体制を構築するもの。

若桜町職員の給与に関する条例の一部改正
可決職名を追加するため、所要の改正を行うもの。

（行政職給料表級別職務分類表５級欄に「参事官」を追加。）

若桜町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正
可決令和３年６月以降の期末手当の支給割合について、会計年度任用職員についても給与条例に定める支給

割合を適用するため、所要の改正を行うもの。

若桜町国民健康保険条例の一部改正
可決令和３年２月３日に公布された新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部を改正する法律に基づき、

所要の改正を行うもの。

若桜町介護保険条例の一部改正
可決高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画（計画年度：令和３年度～令和５年度）の策定に伴い、保険

料率の期間を改正するもの。
（保険料（基準額）は、年額78000円（月額6500円）で据え置き。）

若桜町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部改
正

可決指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令の公布に伴い、
地域の自主性及び自立性を高めるための関係法律の整備に関する法律等の規定により、所要の改正を行
うもの。

若桜町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正

可決指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令の公布に伴い、
地域の自主性及び自立性を高めるための関係法律の整備に関する法律等の規定により、所要の改正を行
うもの。

若桜町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正
可決若桜町犯罪被害者等支援条例第９条の規定に基づき、若桜町営住宅の設置及び管理に関し必要な事項を

定めるもの。
（入居者の資格に「犯罪等により従前の住居に居住する事が困難になったもの」を加える。）

若桜町非常勤消防団員に係る退職報償金の支出に関する条例及び若桜町消防賞じゅつ金
及び殉職者特別賞じゅつ金条例の廃止 可決
消防組織法の規定に基づく非常勤消防団員に対する退職報償金の支給事務及び消防団員に対する賞じゅ
つ金の支給事務を鳥取県町村総合事務組合が処理するため、これに係る条例を廃止するもの。

若桜町営バスの管理及び運行に関する条例の一部を改正する条例
可決新たにオンデマンド運行開始のため、所要の改正を行うもの。

（※オンデマンド交通・デマンド交通とは、利用者の要求に応えて運行する乗合型の公共交通サービス形態）

そ
の
他

公の施設の指定管理者の指定（若桜町立地域福祉センター・ドリーミー）
可決公の施設名称　若桜町立地域福祉センター・ドリーミー

指 定 管 理 者　社会福祉法人　若桜町社会福祉協議会
指 定 の 期 間　令和３年４月１日から令和６年３月31日

改正前 改正後

農林建設課
地域整備課（建設部門）

農山村整備課（農林部門）

わかさ議会だより　No175　令和３年５月
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そ　
　
　

の　
　
　

他

若桜町過疎地域自立促進計画の変更
可決

計画に事業内容の追加をするもの。

工事請負契約の変更契約の締結

可決
工　 事　 名　若桜町地域福祉センター改修工事　
工 事 場 所　八頭郡若桜町大字若桜
契約の相手方　こおげ建設株式会社
変更契約金額　変更前　１億1085万8000円　
　　　　　　　変更後　１億1540万2100円

公の施設の指定管理者の指定（道の駅若桜　桜ん坊）
可決公の施設名称　道の駅若桜　桜ん坊

指 定 管 理 者　一般財団法人　若桜町観光開発事業団　　 
指 定 の 期 間　指定の日から令和５年３月31日まで

若桜町有土地の貸付

可決

貸 付 の 目 的　若桜木材工業団地敷地
土地の所在地　鳥取県八頭郡若桜町大字若桜字円徳1308番地1　他102筆
面　　　　積　38970㎡
貸 付 金 額　年額　　
　　　　　　　令和３年４月１日から令和４年３月31日　　95万5854円
　　　　　　　令和４年４月１日から令和５年３月31日　　92万5020円
　　　　　　　令和５年４月１日から令和６年３月31日　　92万5020円
貸 付 期 間　令和３年４月１日から令和６年３月31日までの３年間
貸 付 の 相 手　株式会社ウッディ若桜

工事請負契約の変更契約の締結

可決
工 　 事 　 名　R2　若桜簡易水道（若桜・赤松地区）統合　新配水池築造工事
工 事 場 所　八頭郡若桜町大字若桜
契約の相手方　中一建設株式会社
変更契約金額　変更前　１億4135万円　
　　　　　　　変更後　１億2474万6600円

陳
情
・
請
願

八東川権現河原の過剰土砂の解消についての陳情
委員会審査結果

採択 採択未解決の権現河原の堆積土砂を撤去する安心安全な環境整備の実現を求めるもの。
（主なる意見：施工の優先順位は低いと聞いている。河川付近の住民の不安を解消する
ため、事業主体である県に対する要望を引き続き行う必要がある。）

議
員
提
出
議
案

若桜町議会委員会条例の一部改正の一部改正
可決

若桜町議会委員会条例を改正するもの。

若桜町議会委員会条例の一部改正
可決

若桜町議会委員会条例を改正するもの。

お詫びと訂正

　1月29日発行の「議会だより２月号第174号」のP4審議結果・討論『その他』において、字句
の誤りがありました。
　正しくは以下のとおりです。お詫びして訂正いたします。　

鳥取県町村総合事務組合規約の一部改正について
共同処理する事務を変更するもの。

鳥取県町村総合事務組合規約の一部改正について
共同処理する事務を変更もの。

正

誤

わかさ議会だより　No175　令和３年５月
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鳥取県町村議会議長会・全国町村議会議長会
自治功労者表彰

　令和３年２月17日、ホテルモナークで鳥取県町村議会議長会自治功労者表彰式が執り行われました。
　若桜町議会からは、２名の議員が表彰されました

〇町村議会議長として６年以上在職し、功労のあった者　
　八頭郡若桜町議会　議　長　川上　守

〇町村議会議長として７年以上在職し功労のあった者
　八頭郡若桜町議会　議　長　川上　守　

○町村議会議員として27年以上在職し功労のあった者
　八頭郡若桜町議会　議　員　中尾理明

鳥取県町村議会議長会表彰

全国町村議会議長会表彰状並びに記念品伝達

今年度の議員座談会は

～ご参加いただく町民の皆様の安全確保を第一に～
令和３年度議員座談会は中止します

　新型コロナウイルスの感染状況等を鑑み、ご参加いただく皆様の安全確保並びに万全な環

境での開催が困難であると判断し、今年度も実施しないことといたしました。皆様の健康を

守る観点から、なにとぞご理解賜りますようよろしくお願いいたします。

　なお、この座談会は、町民の皆様に開かれた議会と町民参画の町政を目指した「議会基本

条例」に基づき、議員が集落に出向き、議会活動の状況報告や、議会活動に対する意見や町

政に対する提言などを直接お伺いし、自由に情報及び意見を交換することにより、本町議会

の機能向上と活力ある豊かな地域づくりに資するために毎年開催してきたものです。この事

態が収束し、来年度以降に開催を決定した際にはご参加くださるようよろしくお願いいたし

ます。

わかさ議会だより　No175　令和３年５月
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お
い
て
、
進
展
が
あ
る
状

況
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

県
内
の
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
Ｊ
Ａ
、
ト
ス
ク
、

道
の
駅
の
取
り
組
み
を
基

に
、
効
率
的
・
効
果
的
な

集
荷
機
能
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
出
来
な
い
か
、

引
き
続
き
検
討
し
、
農
家

の
方
々
へ
の
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
、
提
案
出
来
る

形
を
模
索
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

令
和
元
年
６
月
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
氷
ノ

山
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
、

く
こ
と
を
、
考
え
て
お
ら

れ
な
い
か
質
問
し
ま
し
た
。

「
分
校
は
集
落
の
拠
点
施

設
で
あ
り
、
ま
ず
は
地
元

の
考
え
方
を
聞
き
、
一
緒

に
考
え
た
い
。」
と
答
弁

さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
の

進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
令
和
元
年

７
月
に
地
元
自
治
会
に
対

し
、
地
元
の
福
利
厚
生
及

び
地
域
振
興
に
期
す
る
も

の
を
優
先
し
、
施
設
の
改

修
に
係
る
費
用
及
び
維

持
・
修
繕
費
用
は
、
町
が

負
担
す
る
と
の
施
設
管
理

等
の
基
本
方
針
を
示
し
た

上
で
、
施
設
の
活
用
に
つ

い
て
協
議
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
非
常
に
重
要
な

案
件
で
あ
る
と
認
識
し
て

ま
た
完
成
時
期
に
つ
い
て

も
質
問
を
し
た
時
、「
令

和
３
年
度
に
着
工
し
、
令

和
５
年
度
に
は
、
供
用
開

始
が
出
来
る
よ
う
に
進
め

た
い
。」
と
答
弁
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
在
の
進
捗

状
況
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
人
口
芝
の

サ
ッ
カ
ー
場
を
主
と
す
る

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
と
し
て

整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
年
、
測
量
設
計
を
行
い
、

補
正
予
算
に
て
予
算
担
保

を
取
っ
た
う
え
で
、
サ
ッ

カ
ー
協
会
補
助
金
を
申
請

し
、
２
カ
年
で
工
事
を
行

い
、
令
和
４
年
秋
の
供
用

開
始
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

Q　

令
和
元
年
９
月
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
旧
𣇃

米
分
校
を
氷
ノ
山
リ
ゾ
ー

ト
と
併
せ
て
活
用
し
て
い

氷ノ山グランド

令
和
４
年
秋
供

用
開
始
予
定

現
在
の
進
捗
状

況
は

Q　

過
去
３
回
に
わ
た
り

農
産
物
の
販
売
な
ど
の
集

荷
・
流
通
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま

し
た
。
３
回
と
も
「
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
、

必
ず
繋
が
る
と
思
う
の
で
、

ぜ
ひ
取
り
組
み
た
い
。」

と
答
弁
を
頂
い
て
い
ま
す

が
、
現
在
の
進
捗
状
況
を

伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
現
時
点
に

農産物の集荷

現
時
点
に
お
い
て
進
展
が
あ
る

状
況
に
至
っ
て
い
な
い

集
荷
シ
ス
テ
ム
構
築
の
進
捗
状

況
は

山根　政彦

詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録 山根　政彦 （P10）

中尾　理明 （P11）

山本　安雄 （P12）

前住　孝行 （P13）

質 

問 

者
　３月議会定例会の一般質問は、３月17日に行われ、４人
の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長の答弁は、質問を行った議員が要約して
掲載しています。

お
り
、
地
元
の
方
と
共
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

Q　

平
成
30
年
12
月
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、「
国

道
29
号
に
、
ゆ
ず
り
ゾ
ー

ン
を
、
何
ヶ
所
か
設
置
し

て
頂
き
た
い
旨
の
要
望
を
、

国
土
交
通
省
へ
行
っ
て

は
。」
と
い
う
質
問
を
し

ま
し
た
が
、
現
在
の
進
捗

状
況
を
伺
い
ま
す
。

A　
（
町
長
）
国
道
29
号

沿
線
の
自
治
体
が
協
力
し

て
、
ゆ
ず
り
ゾ
ー
ン
も
含

め
て
、
緊
急
度
の
高
い
場

所
か
ら
順
に
、
国
に
要
望

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

〈
こ
の
他
に
「
危
機
管
理

関
係
に
つ
い
て
」
な
ど
、

質
問
し
ま
し
た
。〉

旧 米分校

地
元
と
活
用
方

針
を
協
議
す
る

活
用
に
つ
い
て
の

現
在
の
進
捗
は

国道29号

沿
線
自
治
体
と
協

力
し
て
要
望
す
る

ゆ
ず
り
ゾ
ー
ン
設

置
要
望
の
進
捗
は

旧𣇃米分校

10
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度
に
な
れ
ば
、
供
用
開
始

時
期
が
予
測
で
き
ま
す
。

　

対
象
の
自
治
会
長
と
説

明
会
の
日
程
調
整
を
急
ぎ
、

水
道
施
設
の
維
持
管
理
の

経
緯
や
新
料
金
の
考
え
方
、

徴
収
開
始
時
期
な
ど
丁
寧

な
説
明
を
行
い
、
御
理
解

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
こ
の
他
に
、「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

応
す
る
積
極
的
検
査
に
つ

い
て
」
質
問
し
ま
し
た
。〉

Q　

現
在
、
建
設
中
の
新

配
水
池
建
設
は
、
令
和
4

年
度
稼
動
予
定
で
、
そ
の

後
若
桜
と
赤
松
と
の
統
合

が
進
め
ら
れ
ま
す
。
統
合

後
の
水
道
料
金
な
ど
諸
課

題
に
つ
い
て
の
町
の
丁
寧

な
説
明
が
必
要
で
す
が
、

昨
年
は
、
自
治
会
長
会
は

開
催
さ
れ
ず
、
回
覧
さ
れ

た
自
治
会
長
会
資
料
で
は

理
解
不
能
で
す
。
議
会
常

任
委
員
会
で
は
、
自
治
会

長
に
は
個
別
に
連
絡
す
る

と
の
回
答
で
し
た
が
、
自

治
会
長
に
連
絡
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
早
急
に
自
治
会

長
だ
け
で
な
く
、
関
係
す

る
地
域
の
住
民
説
明
会
を

行
う
べ
き
で
す
。
ど
う
考

え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

A　
（
町
長
）
国
の
予
算

配
分
も
あ
り
、
令
和
３
年

Q　

国
は
、
自
治
体
戦
略

２
０
４
０
構
想
等
一
連
の

施
策
に
よ
り
地
方
行
政
へ

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
促
進
さ

せ
て
い
ま
す
。

　

公
務
員
削
減
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
住
民

デ
ー
タ
の
利
用
等
々
、
地

方
行
政
と
住
民
に
悪
影
響

が
及
ば
な
い
か
心
配
で
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
が
理
解
困
難
な
方
な
ど

に
は
ど
の
よ
う
に
対
処
さ

れ
る
の
か
、
お
聞
き
し
ま

す
。

A　
（
町
長
）
国
は
、
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
の
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
拡
大
等
動
き
を
活
発

化
さ
せ
て
い
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
活

用
し
、
住
民
の
便
益
を
向

上
さ
せ
る
と
共
に
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

及
ぼ
す
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
等
へ
配
慮
し
な
が
ら
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q　

最
近
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
個
人
情
報
の
保
護
の
不

備
な
ど
、
個
人
情
報
の
事

故
が
起
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
健
康
保
険
証
機

能
追
加
も
予
定
さ
れ
て
い

地方行政
デジタル化

住
民
の
便
益
向
上
、
個
人
情

報
管
理
、
悪
用
に
注
意
す
る

住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
、
個
人

情
報
流
出
、
不
正
利
用
懸
念

若桜・赤松
簡易水道統合

集
落
へ
の
説
明
会

に
急
ぎ
出
か
け
る

事
業
全
体
の
住
民

説
明
を
早
急
に

中尾　理明

ま
す
が
、
情
報
流
出
に
対

し
、
十
分
な
監
視
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
住
民

票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

に
よ
り
、
窓
口
で
の
受
付

が
廃
止
さ
れ
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
し
て
い
る
と

い
う
実
例
も
あ
る
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

A　
（
町
長
）
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
は
、
普
及
率

が
低
い
状
況
で
す
が
、
身

分
証
明
書
と
し
て
の
活
用

の
他
、
住
民
票
の
交
付
、

保
険
証
、
免
許
証
な
ど
の

活
用
範
囲
の
拡
大
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に

個
人
情
報
管
理
の
問
題
、

悪
用
さ
れ
な
い
等
々
、
十

分
な
注
意
を
促
す
と
共
に
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
な
い
様
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
制
度
設
計
が

で
き
て
い
な
い
部
分
に
つ

い
て
は
、
国
へ
の
要
望
と

し
て
し
っ
か
り
伝
え
て
い

き
ま
す
。

一般質問Ｑ Ａ

新配水池予定地
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Q　

令
和
２
年
３
月
の
一

般
質
問
答
弁
で
、
森
林
環

境
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い

て
「
都
市
部
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
検
討
し

た
い
。」と
の
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
経
過
を

伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
話
を
す
る
機
会
が

も
て
な
か
っ
た
。
来
年
度
、

東
京
・
大
阪
事
務
所
へ
出

向
い
て
交
流
場
所
等
々
の

紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

林
業
の
好
循
環
を
よ

り
促
す
た
め
に
都
市
部
で

の
町
産
材
利
用
も
助
成
対

象
と
し
て
は
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
の
所
見
を
伺
い

一　般　質　問 Ａ
Q　

林
業
は
森
林
整
備
や

製
材
で
雇
用
を
生
み
、
公

益
的
機
能
を
発
揮
し
、
間

伐
に
よ
り
収
入
が
得
ら
れ

る
好
循
環
の
産
業
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

町
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
A
（
町
長
）
森
林
資
源
を

循
環
利
用
し
て
経
済
的
に

も
環
境
的
に
も
豊
か
に
な

る
よ
う
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

林業施策

東
京
・
大
阪
事
務
所
へ
相
談

林
業
で
都
市
部
と
交
流
を

山本　安雄

Q　

道
の
駅
の
敷
地
内
に
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
長
が
期
待
さ
れ

て
い
る
効
果
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）　

社
会
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
の
機
能
・
地

域
防
災
の
貢
献
を
期
待
し
、

道
の
駅
は
、こ
れ
ま
で
以

上
に
若
桜
町
産
品
の
販
売

拠
点
・
重
伝
建
認
定
も
併

せ
交
流
人
口
の
拡
大
、宿

内
の
活
性
化
を
図
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

過
去
、道
の
駅
に
コ

ン
ビ
ニ
の
建
設
が
予
定
さ

れ
て
い
た
が
見
送
ら
れ
た

経
緯
と
、設
置
場
所
に
つ

い
て
、町
民
は
ど
の
よ
う

な
声
で
あ
っ
た
の
か
伺
い

ま
す
。

A
（
町
長
）　

詳
細
な
過

ま
す
。

A
（
町
長
）
都
市
部
が
森

林
環
境
譲
与
税
を
使
っ
て
、

町
産
材
を
購
入
し
て
頂
く

よ
う
働
き
か
け
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

平
成
26
年
に
施
行
さ

れ
た
「
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
は
、「
空
家
等
対
策

計
画
」
が
策
定
で
き
ま
す
。

所
有
者
等
に
適
切
な
管
理

を
促
す
上
で
有
効
な
の
で

策
定
し
て
は
と
思
い
ま
す

が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）　

計
画
を
策

定
す
れ
ば
、「
公
に
調
査

が
可
能
に
な
る
。」、「
国

の
補
助
事
業
が
活
用
で
き

る
。」
な
ど
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
計
画
の
策
定
に
向
け

考
え
て
い
ま
す
。

去
の
経
緯
は
正
確
な
答
弁

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

設
置
場
所
は
、
特
定
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

Q　

公
設
民
営
を
選
択
し

た
理
由
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

A
（
町
長
）　

平
成
27
年

度
に
作
成
し
た
若
桜
町
総

合
戦
略
に
公
設
民
営
に
よ

る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
設
置
を
明
記
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
某
コ
ン

ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
か
ら
公
設

民
営
の
提
案
が
あ
り
、
業

者
と
意
見
交
換
を
行
っ
た

が
建
設
費
用
な
ど
の
事
業

リ
ス
ク
が
高
い
の
で
公
設

民
営
方
式
を
決
断
し
た
。 道の駅駐車場

空家対策

メ
リ
ッ
ト
も
あ

る 空
家
等
対
策
計

画
策
定
は

コンビニ

事
業
リ
ス
ク
回

避 な
ぜ
公
設
民
営
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Q　

全
国
的
に
コ
ロ
ナ
禍

で
出
生
数
が
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
が
、
本
町
の
出

生
数
の
現
状
。
ま
た
、
課

題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
、
町
長
に
お
尋

ね
し
ま
す
。

A
（
町
長
）
出
生
数
は
、

平
成
19
年
か
ら
減
少
が
始

ま
り
、
平
成
25
年
に
は
過

去
最
低
の
７
人
ま
で
落
ち

込
み
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

10
人
台
で
推
移
し
て
い
ま

し
た
が
、
令
和
２
年
は
、

平
成
25
年
の
７
人
を
下
回

る
過
去
最
低
の
６
人
と
な

り
、
今
後
さ
ら
に
減
少
が

進
め
ば
、
地
域
経
済
の
衰

退
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
崩
壊
な
ど
を
招
く
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町

と
し
て
は
、
結
婚
の
推
進

や
結
婚
後
の
住
居
へ
の
支

援
、
さ
ら
に
は
妊
娠
、
出

産
期
、
ま
た
は
子
育
て
に

対
す
る
支
援
な
ど
が
課
題

で
あ
る
と
考
え
、
新
規
で

新
婚
世
帯
住
宅
支
援
補
助

金
、
婚
活
応
援
事
業
補
助

金
、
子
育
て
応
援
給
付
金

の
支
給
な
ど
の
取
組
を
当

初
予
算
に
も
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
人
の
就
労

の
場
を
創
出
し
て
い
く
た

め
の
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
に
も
、
積
極
的
に
取
り

組
む
予
定
で
す
。

Q　

本
町
の
子
育
て
支

援
は
、
充
実
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
子
育
て
を
し
た
い

と
思
え
る
よ
う
、
町
内
外

に
向
け
て
子
育
て
支
援
の

Ｐ
Ｒ
を
さ
ら
に
考
え
て
い

く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
Ｐ
Ｒ
の
仕
方

は
、
広
報
紙
だ
け
で
は
弱

い
と
重
々
承
知
し
て
い
ま

す
。
今
の
時
代
で
す
の
で

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、
ま
た
、

動
画
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

人口減少

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
つ
な
げ
て

Ｐ
Ｒ
し
た
い

本
町
の
取
組
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ

し
て
は

一　般　質　問Ｑ

前住　孝行

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
こ

う
い
う
も
の
を
使
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
つ
な

が
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Q　

町
内
で
の
孤
独
死
や

孤
立
死
の
事
例
が
、
過
去

５
年
で
ど
の
程
度
あ
る
の

か
。
ま
た
、
引
取
手
の
な

い
「
無
縁
遺
骨
」
の
実
績

は
、
こ
こ
数
年
で
あ
る
の

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

A
（
町
長
）
近
所
の
方
が

最
近
顔
を
見
な
い
、
新
聞

が
た
ま
っ
て
い
る
等
の
異

常
に
気
づ
か
れ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
役
場
や
社
会

福
祉
協
議
会
に
連
絡
が
く

る
な
ど
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
や
見
守
り
の
で
き
る

関
係
性
が
で
き
て
い
る
た

め
、
孤
独
死
、
孤
立
死
に

は
至
っ
て
い
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
死
亡

後
、
遺
骨
の
引
取
手
が
い

な
い
無
縁
遺
骨
に
つ
い
て

も
、
こ
こ
数
年
間
の
実
績

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q　

兵
庫
県
高
砂
市
な

ど
が
行
っ
て
い
る
「
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
を
展
開
し
て
は

と
考
え
ま
す
が
、
所
見
を

伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
県
東
部
の
1

市
４
町
で
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
東
部
地
区
在
宅
医

療
介
護
連
携
事
業
に
お
い

て
、
終
活
支
援
も
併
せ
た

ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
の
普
及
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

提
案
の
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

終活支援

他
の
事
業
で
取

り
組
ん
で
い
る

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
サ

ポ
ー
ト
事
業
導
入
し
て
は

子育て応援ガイドパンフレット
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総務産業教育民生  常任委員会報告（抜粋）

令和３年第２回若桜町議会定例会上程議案（補正・条例等）令和３年第２回若桜町議会定例会上程議案（補正・条例等）
○総務課
　・若桜町課設置条例の一部を改正する条例など
　　　 　農林建設課の業務の分担を見直し、建設部門と農林部門に再編

するもの。（Ｐ７条例を参照）
○ふるさと創生課
　・指定給付金など
　　　　ふるさと納税増額補正
○農林建設課
　・道路維持費など
　　　　除雪対策に伴う増額補正
※その他、税務課、町民福祉課、にぎわい創出課、教育委員会、議会事務局からも説明を受けた。

第５回　　３月２日　火曜日　　３日　水曜日

月例常任委員会月例常任委員会
○にぎわい創出課
　・（一財）若桜町観光開発事業団の経営状況について
　　　 　委託料及び雇用調整助成金の明確な説明を求めるとともに、今

後の事業団のあり方を、執行部として検討をする必要がある。
　・迎賓館の活用について
　　　 　現在の利用実績、賃貸状況の説明を受けた。所有者との協議に

対しては、議会の意見も踏まえて協議して頂きたいと要望した。
※ 「わかさ森林（もり）づくりビジョン」（農林建設課）・「特定地域づ

くり事業」（ふるさと創生課）など調査

第３回　　２月18日　木曜日

所管事業調査　　所管事業調査　　にぎわい創出課にぎわい創出課
○公設民営のコンビニエンスストアの設置について
　　　 　若桜町総合戦略策定時（平成27年9月）の町民アンケート及び

若桜学園こどもシンポジウムから提案が出されたコンビニエンス
ストアの設置について、令和3年度に公設により設置する方向で
検討を進めている旨の説明があった。

○氷ノ山グランド（仮称）について
　　　 　陸上用トラックではなく、多目的グランドとしての造成を検討

している。今後、𣇃米集落とも相談しながら進めたい旨の説明を
受けた。

○道の駅若桜の指定管理について
　　　 　（一財）若桜町観光開発事業団を指定管理者に考えている旨の説明を受けた。

第４回　　２月22日　月曜日

迎賓館

（一財）若桜町観光開発事業団との意見交換（一財）若桜町観光開発事業団との意見交換
○公の施設の管理運営方法について
　・パトロール隊員事故の状況説明に対しての意見
　　　　氷ノ山地区のヘリポート設置体制並びに危機管理体制ができていないのではないか。
　・雇用調整助成金についての意見
　　　　組織内での勤務状況に不公平感があるのではないか。
※その他、人材育成の大切さ、経営改善計画の進捗状況などの意見交換を行った。

第６回　　３月４日　木曜日

氷ノ山グランド（仮称）予定地

除雪車
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総務産業教育民生  常任委員会報告（抜粋）

　　

月例常任委員会月例常任委員会
○ふるさと創生課
　・若桜町総合戦略の施策案について
　　　 　資料をもとに説明　　※常任委員会に相談しながら進めていく予定。
　・特定地域づくり事業について
　　　 　均衡・均等方式、又は、労使協定の選択は可能であるが、労使協定を選択すると既存事業者

の賃金ベースより高くなる傾向があり、正規職員から不満が出
る可能性がある。

○にぎわい創出課
　・旧戸倉トンネルの活用状況について
　　　 　米の保管場所にするなど、もっと旧戸倉トンネルを活用すべ

きである。
○観光施策について
　・若桜鉄道に係る観光施策について
　　　 　観光行政のビジョンが見えていない。観光は、観光協会や事

業団に任せたままでなく、もっと行政も関わりを持ち、時には
リーダーとしての役割が必要。

令和３年第1回若桜町議会臨時会上程議案（補正）令和３年第1回若桜町議会臨時会上程議案（補正）
○町民福祉課
　・新型コロナウイルスワクチン接種事業補正
○農林建設課
　・有害鳥獣駆除対策事業報償費補正
○総務課
　・令和２年度一般会計補正予算財源説明
　　　　その他で、消防署移転に伴う立木補償の積算根拠の再説明を受けた。

第16回　　12月18日　金曜日

第２回　　２月12日　金曜日

月例常任委員会月例常任委員会
○にぎわい創出課
　・（一財）若桜町観光開発事業団の経営状況について
　　　 　１月11日までの各施設の経営状況を、資料をもとに説明を受ける。
　　　　　※ 雇用調整助成金などの活用方法について疑問が残り、次回常任委員会で確認する。
○総務課
　・第３次若桜町行財政改革大綱（案）について
　　　 　令和２年度中に策定し、実施計画は令和４年度になる。ただし、

大綱については、令和３年度は、出来ることから進めたいと説
明を受けた。

○農林建設課
　・ R2若桜簡易水道（若桜・赤松）統合新配水池築造工事の状況につ

いて
　　　 　作業道を３メートルから４メートルに幅員変更。若桜赤松統

合は、令和３年度設置して、供用開始予定は令和４年度からで
ある旨の説明を受けた。

○町民福祉課
　・町内での新型コロナウイルスワクチン接種の体制について
　　　　国の必要な財源措置・接種事務について資料をもとに説明を受けた。

第１回　　１月21日　木曜日

高原の宿氷太くん

旧戸倉トンネル
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若桜町議会の議員定数は
若桜町議会の議員定数は

現状のまま１０人とする。
現状のまま１０人とする。

　議会改革調査特別委員会で議員報酬・議員定数について協議を行い議員報酬については、同額と結
論を出しました。今回は定数についての協議結果を掲載します。

議会改革調査特別委員会報告議会改革調査特別委員会報告特集

定数

協議の結果

●直ちに削減するのではなく、委員会運営の状況をみながら来期にかけて検討しては。
●�最低でも10人の考え方があり、意見を戦わせ、協議を重ね、議会としての意見をまとめていくこ
とが重要である。
●議員定数が９人以下になれば、多様な住民要求・意見が反映しにくくなる。10名が必要である。
●現在９人で常任委員会が運営できている。定数9人で続けるのが普通だと考える。
●�定数10人を９人とすべきだと思う。そうすることで報酬を上げることも考え、１常任委員会で活
動していくべきと思う。
●町財政、無投票の要因となる懸念、過去定数削減の経過を考えると現状のまま10人で良い。
●�住民の付託に十分かなうようであれば、定数８人としても良いと思う。しかし、現時点で定数の削
減は大変危険であり、協議を重ねるべきと考える。
●いずれは定数を削減しなければならない時がくる。９人にしてはと思う。
●９人１委員会で問題なければ、報酬の復旧・増額などのこともあり９人でも良いのではないか。

議員の考えは？ 令和２年１月時点の議員アンケート結果

　上記の令和２年１月アンケート後、議員の考えには大きな変わりはないものの、「減らすべき」と
考えていた議員が減り、結果、９名中７名が「現状維持が妥当」とし定数10名で議会を運営するこ
ととした。
（参考）地方自治法91条　市町村の議会の議員の定数は、条例で定める。

令和３年１月21日、２月22日に議会改革調査特別委員会を開催

わかさ議会だより　No175　令和３年５月
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あの審議結果どうなった？あの審議結果どうなった？
継続
チェック

審査時期
請願・陳情書名 審議

結果
経過及び結果（要約）

請願・陳情者名

令和2年
9月

中之島町関係施設への防犯灯
設置早期実施に関する陳情

採択

町道屋堂羅1号線の中之島公園側歩道に
①既存の街路灯を蛍光管からLEDへ付替
②�公園入口から宮ノ下橋中間部分にLED街路灯
を1基新設し、3月6日より供用開始している。

屋堂羅自治会長

令和2年
12月

令和3年度若桜町商工会一般
補助金の増額に関する陳情書 採択

令和3年度当初予算において増額した補助金を
計上済み。

若桜町商工会会長

陳情審査
　　　　　　　　　　請願・陳情の経過及び結果（令和3年3月定例会時点）

令和２年法律第45号
令和２年６月12日公布目的：立候補に係る環境の改善のため

内容：�選挙公営の拡大（若桜町議会議員選挙について記載）

区　　分 公費の
有無 金額算定基礎 備　　　　考

選挙運動用自動車 有
ハイヤー方式　　上限64,500円/日
レンタカー方式　上限15,800円/日
運転手雇用　　　上限12,500円/日

告示日から投票日前日までの使用
日数

選挙運動用ポスター 有
上限単価　（�525円6銭/枚×掲示場数

+62,100円）/掲示場数
上限枚数　　掲示場数×1.6

町内掲示場数　66ヵ所

選挙運動用ビラ 有 上限単価　　　　7円51銭/枚
上限　　　　　　　1,600枚

供託金制度を導入

区　　　　　分 金　　額 備　　　　　　考
供　　託　　金 150,000円 （（有効投票数÷議員定数）÷10）未満の得票で没収

※供託金が没収される場合は公費の請求はできない。

公職
選挙法 選挙費用を公費で負担選挙費用を公費で負担

わかさ議会だより　No175　令和３年５月
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あ
と
が
き

意見・写真をお寄せください gikaidayori@town.wakasa.tottori.jp 08メール QRコード

　

本
町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
町
民
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く

平
穏
な
日
々
に
戻
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
令

和
３
年
度
当
初
予
算
や
議
会
改

革
特
別
委
員
会
の
続
編
記
事
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
期

の
議
会
だ
よ
り
の
作
成
も
４
年

目
に
突
入
し
、
残
す
と
こ
ろ
あ

と
数
号
と
な
り
ま
し
た
。
最
後

の
号
ま
で
気
を
抜
く
こ
と
な
く

読
者
に
と
っ
て
読
み
や
す
い
紙

面
の
作
成
に
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
読
後
の
感
想
・
ご
意

見
を
上
記
メ
ー
ル
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このコーナーでは、町民の皆さんからの御要望や
率直なご意見を紹介いたします。
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「循  環」 太田　昌
まさ

那
な

さん（中町）

　2020年５月に家族４人で若桜町へ移住してきました。私は京都、妻は長野出身です。結
婚した当初は京都に住み、子宝にも恵まれ何不自由なく生活していましたが、しだいに都会
のマンション暮らしに息苦しさを感じ、引越しや転職を考えるようになりました。
　私達夫婦は食を通じて出会ったということもあり、いずれ、食べる物はできるだけ自分た
ちで作りたいという思いもあり、良い環境を探していた時、様々なご縁で若桜町へと導かれ
気がつけば林業の仕事に就いていました。前職は魚屋、その前は整体師と、いったい何がし
たいのかと聞かれそうですが、人の身体を診ていますとだいたい生活環境・習慣・食へと行
きつきます。
　昨今、過食・飽食の時代とも言われますが、自然の良質なものほど少なくなってきている
のが現状です。一概には言えませんが、アレルギーや現代病の発症は食べ物に含まれる化学
物質等が大きく関わり、すぐに現れず子や孫の代に出てくるかもしれない恐ろしさもありま
す。大気汚染もそうですが、農薬や除草剤によって蜜蜂をは
じめ虫や微生物の減少など、人間の生活が便利になる一方で
大切な自然の働き手を失う結果となってしまっています。
　現在、私は林業に携わり山の中で仕事をしています。若桜
だけでなく智頭、三朝など鳥取県東部を中心に様々な現場に
入り、伐採・搬出等の作業に従事しています。自然循環の起
点でもある山を整え、学び、そこで得た叡智を里の生活に落
とし込みたいと考え、この仕事を選びました。これからの時
代を健康で豊かに生きる事ができる地域や社会づくりに少し
でも貢献できれば幸いです。
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